
（様式１）

①学校名： 大学 ②所在地：

③課程名：
④正規課程／履
修証明プログラ
ム：

⑤開設年月日：

⑥責任者： ⑦定員： ⑧期間：

⑨申請する課程
の目的・概要：

⑩４テーマへの
該当の有無

⑪履修資格：

⑫対象とする職
業の種類：

⑬身に付けるこ
とのできる能力：

⑭教育課程：

⑮修了要件（修
了授業時数等）：

⑯修了時に付与さ
れる学位・資格等：

⑰総授業時数：
⑱要件該当授
業時数：

174　時間
該当
要件

双方向
実務家

⑳成績評価の方法：

㉑自己点検・評
価の方法：

学校教育法第109条第1項に定める評価を実施する。授業の実施状況、知識・技能の修得度合等に
ついて受講生へアンケート調査を行い、学内の地域交流委員会（全学教職員による）で検証する。そ
の結果を上位組織である学部長会議で報告し点検・評価を行う。

⑲要件該当授業時数
　　／総授業時数：

70.30%

高等学校を卒業した者又はこれと同等以上の学力を有する社会人

①科目ごとに実施
②授業に臨む意欲や態度、積極性、判断、思考等と、レポート等の課題提出や面談から評価する。
③出席状況の確認を含め、期中に中間指導を実施

地域で活動しているNPO関係者　地域住民支援組織　自治体職員　など

「特別講座A」は総合政策学部・外国語学部が主体となりコミュニティづくりやまちの賑わいを促すため
の講座である。「特別講座B」は保健学部が主体となり健康向上のための講座である。これらの講座
ではコミュニティや健康に関する基礎知識や地域内での活動に必要な技術を講義とグループワーク
から学ぶ。また、それぞれの講座の中に「地域活動実践」として、本校で実施している地域貢献活動
に参加することを組み入れることで、実践を通じて地域の現状把握と対応能力を養う。これら必修科
目を基に「カウンセリング」や「地域と大学」などの選択科目を通じて、対人理解能力や調査技術、グ
ループワークなど、これまでキャリアで得た能力のブラッシュアップ、または不足と思われる能力の充
足を図る。

地方創生（地域活性化）

（身に付けられる知識、技術、技能）
・地域振興・コミュニティ論の基礎知識
・地域内でのコーディネーション活動に必要な技術・
ファシリテーション技術・グループワーク技術
・健康寿命延伸への支援をおこなうための知識・技
術（高齢者の健康に対する問題や、健康・体力向上
支援策など）

（得られる能力）
・地域活動実施に必要な調査技術、計画づく
り、グループワーク、評価能力（PDCAサイクル
実践能力）
・地域での対人理解能力
・高齢者にも対応しうる体力測定・評価に対す
る基礎能力の習得。その結果に対する支援策
実施能力の習得

授業の出席率が2/3以上であり、かつ担当教員が授業に臨む態度、積極性等と課題提出や面談から
総合的に評価し認めたもの

履修証明書

247.5　時間

職業実践力育成プログラム（ＢＰ）への申請について

平成28年10月4日

地域交流推進室長　古本泰之 １年間

本プログラムは、人と人との結びつきが希薄になりがちな高齢社会における、コミュニティ形成を促進
するにあたり、コーディネートを行う人材の育成を目的とする。
具体的には、本プログラムを通じて、まちの賑わいの創出、住民の健康寿命の延伸などに関する知
識・技術を修得し、地域活性化に資する人材の養成を行うものである。

高齢社会における地域活性化コー
ディネーター養成プログラム

2014/9/1

東京都三鷹市新川６－２０－２

履修証明プログラム

杏林

20名



㉒修了者の状況に
係る効果検証の方
法：

㉓企業等の意見
を取り入れる仕
組み：

㉔社会人が受講
しやすい工夫：

㉕ホームページ：

事務担当者名： 所属部署：

連絡先：

＊パンフレット等の申請する課程の概要が掲載された資料を添付してください。

（電話番号） 0422-47-8052
（E-mail）　area@ks.kyorin-u.ac.jp

井の頭事務部地域交流課

修了時にアンケート調査を行う。また、修了者との意見交換会等を開催し、修得した知識や技能、就
職等の状況についてヒヤリングを行い、講座受講による能力の向上などの効果を検証する。

（教育課程の編成）
本学と連携自治体により編成される各協議会、ならびに本学と連携する３市の合同会議において、地
域の課題やニーズ等を聴取し協議することにより、教育課程の編成にその意見を取り入れる。（別紙
参照）

（自己点検・評価）
本学と連携自治体により編成される各協議会、ならびに本学と連携する３市の合同会議において報
告し協議する。その結果を学内の地域交流委員会（全学教職員による）で共有し、自己点検・評価を
行い自治体等の意見を反映させる。（別紙参照）

①夜間開講、長期休暇期間中の集中講義　②連携する市の在住・在勤者は履修料免除　③ITを活用
した個別の柔軟な対応

（ＵＲＬ）　http://www.kyorin-u.ac.jp/

依田　千春
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